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そ れ に よ る と,当 時,南 極 域 の捕 鯨 事 業 は,イ ギ リ ス,
ノ ル ウ ェ ーが 先 進国 で,こ れ に 日本 が つ づ き,ド イ ツ は
母 船 隻 数,漁 獲 高 と もに 日本 に迫 ろ う と して いた.そ こ
で,ド イ ツ は捕 鯨事 業 発 展 の ため に,南 極 観 測 を計 画 し
た.当 時,ド イ ツ空 軍 を ひ きい た ゲ ー リン グ の主 導 で あ
っ た か ら,当 然,航 空機 が 中心 と な った,
ア ル フ レ ッ ド ・リ ッチ ャー を隊 長 とす る 第 一次 観 測 隊
は,後 続 の 第二 次観 測 隊 が南 極 大 陸 に基 地 を設 営 す る た
め の 基礎 調 査 と して,地 形 測 量 に よ って 地 図 を作 る のが
目的 で あ っ た か ら,航 空写 真 測 量 班 が 主 体 で あ っ た.そ
こ で,写 真 撮 影 作業 用飛 行艇 に ドル ニエ ・ワ ー ルが 使 わ
れ た.1922年初 飛行 の 旧 式 で あ っ た が,ル フ トハ ンザ は,
ヨー ロ ッパ と南 米 を結 ぶ 南 大西 洋 横 断定 期 飛 行路 を こ の
飛 行 艇 に よ っ て,1934年か ら世 界 で は じめ て 成功 す る と
い う実績 を持 って い た か らで あ る,
た だ し,航 続 距 離 が不 足 の た め,`'浮ぶ 航 空 基 地"と
して カ タパ ル ト船 が 配 置 され,こ の 母船 か ら飛行 艇 が カ
タパ ル トに よ って 発 射 され た.南 極 観 測 に も,こ の カ タ
パ ル ト母船 「シ ュ ワー ベ ン ラ ン ド号 」 が 使 用 され る こ と
に な り,耐 寒,耐 水 用 に 改装 さ れ,ド ル ニ エ ・ワ ー ル飛
行 艇2機 を積 んで,南 極 に向 っ た.「 白 い 道」 に あ る よ
うに,ド イツ が 調 査 地域 を,「 ノ イ ・シ ュ ワ ーベ ン ラ ン
ド」 と名 づ け た の は,こ の 母船 の 名前 を記 念 した もの で
あ る.
装 備 した 写 真 測 量 カメ ラは,ツ ァイ ス ・ア エ ロ トポ グ
ラ フ社 製RKM・C/5型 で.フ ィル ムの サ イ ズ は18cm×
18cm,カメ ラ に60mの フ ィル ム を収 め,300枚の 連 続 撮
影 をお こな い,重 複 度 は60%で あ っ た.カ メ ラは,2台
塔 載 され た.
「シ ュ ワー ベ ン ラ ン ド号 」 は,1938年12月17日にハ ン
ブ ル グ を出 港 して.大 西 洋 を一路 南 下 し,翌1939年1月
19日に海 氷 域 に到 着 した.試 験 飛 行 の の ち,西 経4度30
分 南 緯69度の 辺 に碇 泊 して,1月20日 に 第1回 の 撮 影 飛
行 を開 始 した.
カ メ ラ は水 平 線 に対 して20度傾 け て,左 右2台 装備 し
て あ るの で,高 度3000mで飛 行 して 連 続 撮 影 す る と,
飛 行 コ ー ス の 両 側25km巾 の 地 表 が 写 真 測 量 可能 で あ り,
視 界 が よ け れ ば両 側50km巾 の 小 縮 尺 図 用 写 真,両 側
100km巾の観 察用 写真 を撮 影 す る こ とが で きた.
こ の よ うな方 式 に よ っ て,観 測 隊 は,西 経ID度か ら東
経20度にか け て写 真撮 影 をお こな った が,2月6日,天
候 が 悪 化,寒 冷 化 した の で 作 業 を終 了 した.こ の19日間
に,碇 舶 地 点 を変 更す る こ と6回,飛 行 時 間57時間14分,
飛 行 距 離 延 べ7700km,撮影 写 真 総 計1100枚,航空 写真
測 量 面 績35万平 方km,　そ の 範 囲 は,ほ ぼ 南 緯70度一74
度,西 経10度～東 経20度に わた った.
観 測 隊 が ハ ンブ ル グ に帰 港 す る と,フ ィル ム は す ぐハ
ンザ ・ル フ トビ ル ト社 に渡 され,10週 間 後 に は,そ れ を
もと に して50万分 の1の 色刷 り略 測 図,め ぼ しい 山 岳 の
5万 分 の1図 が 作 成 され た.
こ の よ う な航 空 測 量 の 成 果 を ドイ ツが 生 か す の は,南
極 大 陸 にお け る捕 鯨 基 地 建 設,鉱 業 開発,海 空軍 基 地建
設,そ のいずれであろうか,と,平 山氏は論文を結んで
いるが,現 在,西 経8度 にゲォルグ ・フォン ・ノイマイ
ヤー基地があるところをみれば,この観測は,戦 後に生
きたわけである.
なお,飛 行艇 ファンとして,観 測に使用された ドルニ






航空輸送によって瀬戸内海線 に使われ,そ の一機 「白
鳩」の写真が 『写真でみる航空史』上(朝 日新聞社)に
出ているが,同 機は1932年2月,八幡市近くで空中分解
して墜落 した.実 は,こ の稿 を書いていて,こ の 「白
鴎」が寺田寅彦先生の随筆に出てきた 「白鳩号」と同じ
ではないか,と 気づき,「寺田寅彦全集」(岩波書店)を



















エ レバ ス 火 山 の 噴 火桟 構 の研 究
神 沼 克 伊
1980年12月か ら1986年12月まで 実 施 したIMESS　(エ
レバス 火 山 国 際 地 震 研究)を 引 き継 ぐ形 で,1987年1月
か ら本 プ ロ ジ ェ ク ト　 (IMEEMS)が発 足 した.ニ ュー
ジ ー ラ ン ドの 主 導 で,極 地研 が1MESS同 様 の 消 耗 品 を
供 給 す る こ と で,プ ロ ジ ェ ク トは発 足 した.1987/88の
シ ー ズ ンは 日本 か ら参 加 で き な か っ た が,1988/89の
シ ーズ ン はニ ュー ジ ー ラ ン ド側 の招 請 を受 け,筆 者 が 再
び ス コ ッ ト基 地 を訪 れ,1988年12月の1カ 月 間,共 同 観
測 に従 事 した.
筆 者 は極 地研 が ス コ ッ ト基 地 に設 置 してあ る記 録 装 置
類 の 保 守,得 られ た 記録 の再 生 と整 理,観 測 や デ ー タ整
理 につ い て ニ ュー ジ ー ラ ン ド側 参 加 者 へ の 教 育 な ど を行
っ た.本 プロ ジェ ク トの特 徴 はエ レバ ス山 頂 の 火 口縁 に
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i・薩 纒二.ボ.
改築の終 ったスコ ット基地













































リー,、サ ウ ナ が あ り,
が あ る.ま た2人 部 屋 二 つ に1個 の 割 合 で バ ス,
が あ り,1棟 で150人の 宿 泊 が で き る.　NSFシ ャ レー の
前 に は 大 きな研 究棟 の 建 設 も始 って い た."Ef":鉄骨 を使
い,.・部3階 を含 む2階 建 て,2台 の 電 子 顕 微 鏡 の 設 置
も決 っ て い る そ うで,完 成 は2年 後 の1990/91のシ ー ズ
ンに な る との こ とで あ る.
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 地 学 研 究 部 門 教 授)
る.そ して,可 燃 物 は焼 却 炉 で 燃 や し灰 に
して,不 燃 物 や 燈 油 は その まま.そ れ ぞ れ
本 国 に送 り返 して い る.毎 週 土 曜 日の 午 後
に全 員 で 行 うゴ ミ拾 い は,今 シ ー ズ ン も続
い て い た.こ の ゴ ミ拾 い に よ り,撤 去 した
建物 の腹 材 ク ズ も,ほ とん ど除 か れ,基 地
周辺 は地 面 が露 出 して も,汚 れ を感 じな く
な って い る.
隣 りの ア メ リカ の マ クマ ー ド基地 も,拡
張工 事 が 続 い て い た.設 営 関係 の 人 々 の 宿
舎 は,二 階 建 て4棟 に加 え,三 三階 建 て も3
棟 が完 成,4棟 目の 建設 が 始 ま った,こ の
三 階建 て に は1階 に広 い ラ ウ ン ジ,ラ ン ド




吉 田 栄 夫
仮 に標 題 の よ うに訳 した国 際 会 議 が,1988年12月12日
一15日,レ ニ ン グ ラー ドで 開 か れ,わ が 国 か らは 国 立 極
地 研 究 所 名誉 教 授 楠 宏,教 授 平 澤 威 男 と筆 者が 出席 し
た.こ の 会 議 は,北 極 地 域 に お け る科 学 的 な 調査 研 究 を,
何 ら かの 非 政 府 間機 関 に よ る統 括 の下 に.国 際協 力 で 進
め よ う とす る動 きの一 環 と して,ゴ ルバ チ ョフ書 記 長 の
提 唱 の下 で ソ 連 が こ れ に応 え る形 で行 わ れ た もの で あ る.
した が って 参加 者 は.い わ ゆ る北 極 域 の 国 々(カ ナ ダ,
ア メ リカ,ア イス ラ ン ド,デ ンマ ー ク,ノ ル ウ ェー,ス
ウ ェ ー デ ン,フ ィ ンラ ン ド,ソ 連)の 人達 が 大 半 で,ソ
連 を除 くこ れ らの 国 々 か ら180名`余り,非 北 極 域 で は,
西 独,東 独,ポ ー ラ ン ド,フ ラ ンス,オ ラ ン ダ,英 国.
日本 か ら計14名が参 加,広 くソ連 の各 地 か ら加 わ っ た 人
達 を 含 め て500名余 が 集 っ た,
会 議 は冒 頭 に 全 体 会 議 が 行 わ れ,そ の 後,1)超 高 層
大 気 と地 球 周 辺 空 間,2)北 極 の 陸 上 ・海 洋 生態 系,3)
北 極 に お け る大 気 ・海 洋 間 の熱 交 換,北 半球 に お け る 熱
平 衡,気 候 変動,4)北 極 の 大気 汚 染,5)北 極 の 地 質 構
造 と地 史,氷 河 作 用,6)北 極 土 着 住 民 の 社 会 経 済 と文
化,人 間適 応,極 域 医 学 の6分 科 会が,レ ニ ン グラ ー ド
ホ テ ル.北 極 南極 研 究 所,文 化 セ ン ター の3カ 所 に 分 れ
て 進 め られ た.そ して 最 終 日に 各 分科 会 の 報 告 が レニ ン
グ ラ ー ドホ テ ル の全 体 会 議 で 行 わ れ,幕 を閉 じた.私 達
3名 は,全 体 会議 の ほ か ほ とん どそ れ ぞ れ 一 つ(前 記1,
3,5)の 分 科 会 しか 出 席 で きな か った の で,他 は 全 体



































隊2名 の計7名 が昭和基地に戻 り.閑散としていた基地















越冬 隊 員 は,家 族 か らの 手 紙 や写 真 を食 い入 る よ うに見
入 っ た.氷 海航 行 を続 け て い た 「し らせ 」 は29日の 早 朝
見 晴 ら し沖釣300mに ア イ ス ア ンカ ー を打 った.係 留 後
た だ ち に氷 上 輸 送が 開始 され,基 地 内 は急 に慌 ただ しく
な っ た.
あす か観 測 拠 点
12月は全 般 に 渡 り好 天 に恵 ま れ,調 査,基 地 内 観 測,
30次隊 の受 け入 れ,引 継 ぎ等 の 各 種 オペ レー シ ョン は,
順 調 に行 わ れ た.
まず,30次 隊 との 引 継 ぎ のた め に.12月15日矢 内 隊長
と藤 田 隊員 が ナ ンセ ン氷 原 を出 発 し16日 「あ す か 」 に帰
投 した.12月19日,30次隊 を乗 せ た ヘ リコ プ ター の 第1
便 が 「あす か 」 に到 着 した.こ れ と同時 に30マイル 拠点
まで の 物 資 の 空 輸 も開 始 した.30マ イル拠 点 か ら 「あす
か 」 まで は,30次 隊 員 に よ り雪 上車 と樋 に よ る輸 送 が行
わ れ た.こ の 輸 送 も12月26日に は完 了 した.こ れ ら の輸
送 中 の19,20,21日の3日 間 は30次隊 へ の 引 継 作 業 に当
て られ た.22日,こ れ まで基 地 を維 持 して き た3名 を加
え た4名 の29次隊員 は,陽 石 探 査 を続 け るた め 再 び ナ ン
セ ン氷 原 に 向 か った.
12月22日か らは,30次 隊 の手 に よ って あ す か観 測 拠 点
の 運 営 が 開 始 され た.ま た,30次隊 の 地 学 ・生 物 調 査 隊
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年 々 海外 か らの参 加 者 が 増 え,国 際 的 な シ ン ポ ジ ウ ム と
な りつ つ あ る.今 回 の シ ンポ ジ ウム に は,招 待 者1名 を
含 め6カ 国7名 の研 究 者 が 海外 か ら参 加 した.国 別 内訳
は,米 国1名,イ ギ リス1名.西 ドイ ツ1名,ポ ー ラ ン
ド1名.イ ン ド1名,韓 国2名 で あ った.ま た,展 示 発
表 で の 海 外 か らの 参 加 は4ケ 国(オ ー ス トラ リア,イ ギ
リス,ポ ー ラ ン ド.ソ 連)9編 を数 え た.こ う した 国際
化 に 対 応 す る た め,第10回 シ ンポ ジ ウム か ら,講 演者 に
は邦 文,英 文 の 講 演 要 旨 の 作 成 をお 願 い した.さ らに,











人 事 異 動(平 成 元年2.1.)
新 宮 職 名 氏 名 旧 官 職 名
管理部庶務課庶務係長
(併)管理部庶務課研究協力係長
鈴 木 由喜男 事業部事業課企画係長


























宙空:定 常 ・研究とも順調にデータを取得 している.
生物 ・医学:11月1日より第2期 ラングボブデ生物調査













続 くようになった.拠 点に残 る3名の隊員により観測及
び基地の維持.運 用は順調に行なわれた.12月16日には
30次隊との引継ぎのため調査隊の3名 が帰投 ・18日には
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南 極 月 別 気 象 資 料 〔Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctlc　Stations)
平 均 気 温(Meanternp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min,temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 press.ure,　s alevel)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed>　〔m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬 匡町最 大 風 速((}ust)(m/S)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日 数 　(Number　of　clear　days)
昭 和 基 地
(Syowa;89532)






































ポ ー ラ ー キ ャ ッ プ ・オ ー ロ ラ
.一般 に オ ー ロ ラが よ く見 られ る領 域 は,地 磁 気 緯 度
65°か ら75°に か け て 磁 極 の まわ りを ドー ナ ツ状 に と り
囲 む よ うに 存 在 して い る.こ の 領 域 を オ ー ロ ラ ・オ ー
バ ル と呼 ん で い る が,こ の オ ー ロ ラ ・オ ー バ ル よ り も
高 緯 度 側 の極 冠域 は ポ ー ラー キ ャ ップ と呼 ば れ て.いる,
こ の ポ ー ラ ー キ ャ ップ に は あ ま りオ ー ロ ラが 出 現 しな
い た め ,オ ー ロ ラ現 象 につ い て,詳 しい 観 測 が 十 分 行
な わ れ て こ な か っ た,し か し,最 近 米 国 の 人 工 衛 星 に
よ り夜 中 附 近 の オ ー ロ ラ ・オ ー バ ル か らポ ー ラー キ ャ
ッ プ を 横 切 って 昼 間側 へ の び る 大 変 明 る い オ ー ロ ラ
(Oaurora)　が 時 々 出現 す る こ とが 示 さ れ た.そ して こ
れ が契 機 と な り,ポ ー ラ ー キ ャ ップ の オ ー ロラ 現 象 に
関 して,多 くの研 究 者 の 関 心 が 集 ま る よ うに な って き
た.
と こ ろで ポ ー ラ ー キ ャ ップ に 出 現 す る オ ー ロ ラ を大
別 す る と,夜 中 側 の オ ー ロ ラ ・オー バ ルか ら高 緯 度 側
へ 発 達 して くる 明 る い オ ー ロ ラ と昼 間 側 か ら発 達 して
くる,う す い ア ー ク状 オ ー ロ ラ とに 分 類 さ れ る.こ の
うち,昼 間 側 か ら発 達 して く る アー ク状 オ ー ロ ラ に つ
い て そ の 実 体 が 今 だ よ くわ か って い な い.写 真 は 人工
衛 星 に よ り観 測 され た オ ー ロ ラ画 像 デ ー タで あ る が,
う す く帯 状 に孤 を描 い て い る 領 域 が 静 穏 時 の オ ー ロ
ラ ・オ ー バ ル で あ り,そ れ よ り高緯 度 側 にい くつ か の
ア ー ク状 オ ー ロ ラが 見 られ る.特 に 中 央 上 か ら左 下 に
か け て 見 られ る,ア ー ク　(Sun.a|igned　arc)は 昼 間 側
か ら発 達 して きた よ うに 見 え る.ま た,興 味 深 い 事 に,
こ の よ うな オ ー ロ ラ が 出 現 す る の は,い ず れ も オ ー ロ
ラ ・オー バ ル の オ ー ロラ 活 動 が 弱 まっ て い る時 で あ る.
この こ とは,オ ー ロ ラ ・オ ー バ ル と ポ ー ラ ー キ ャ ップ
に出 現 す る,オ ー ロ ラ と は そ れ ぞ れ異 な った 磁 気 圏 の
状 況 下 で 発 生 して い る こ とを示 して い る.
この ポ ー ラ ー キ ャ ッ プ に 出現 す る ア ー ク状 オ ー ロ ラ
の 粒.f源や そ の発 牛 条 件 を
解明することは,オ ーロラ
現象の総合的な理解にとっ
て きわめて重要であると思
われる(こ こに示 したオー
ロラ画像は極地研究所の
オーロラ ・データセンター
に新設された画像人出装置
を用いて処理 した ものであ
る).
